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As Japan's working population declines, technological innovations such as DX, AI, and IoT based on computer and 

communication technologies are required. Therefore, National Institute of Technology (KOSEN), Kumamoto College has 
formed a group called DXNP (Digital Transformation Network Project) as one of the research project groups of faculty 
members, and has been working on its activities. This paper mainly reports on the activities of this group in 2023. 

 
キーワード：DX、AI、IoT、情報教育、地域連携 

Keywords：DX, AI, IoT, Information education, Regional cooperation 

 

１． はじめに 

Digital Transformation Network Project (以下 DXNP)は熊
本高専における研究プロジェクトの１つである。メンバ
ーは情報教育や IoT、AI に関する研究や情報を用いた教
育などに興味のある教職員らで構成されている。活動内
容は年度により異なるが、昨年度と同様、主に(1)小中学
生への情報教育、(2)地元企業等との DX の協力、(3)AI や
IoT の応用、(4)教科への情報教育への応用、(5)本校学生
への情報・セキュリティ教育、(6)本校業務の DX 推進、

となっている。本稿では、2023 年度の本グループの活動
を主として報告するとともに、簡単に 2024 年度の活動を
報告する。 

 

２． 2023 年度の活動 

 DXNP のグループの活動は表 1 のように１～２か月
に１度のミーティングを行い、それぞれの状況報告や連
携のための情報交換を行っている。2023 年度は全部で 9
回のミーティングを行った。そして、熊本高等専門学校 
研究紀要 第 15 号で 2021 年度～2022 年度の活動報告を
行うとともに、令和 6 年 1 月 12 日に開催された「熊本高
専研究教育地域連携フェア」において、DXNP グループ
として参加した。 
以下に、それぞれの活動について簡単に報告する。 

 1 拠点化プロジェクト系 
〒866-8501 熊本県八代市平山新町 2627 
Faculty of Project Centers, 
2627 Hirayama-Shinmachi, Yatsushiro-shi, Kmamoto, Japan 861-
8501 

 2 生産システム工学系 
〒866-8501 熊本県八代市平山新町 2627 
Faculty of Production Systems Engineering,  
2627 Hirayama-Shinmachi, Yatsushiro-shi, Kumamoto, Japan 866-
8501 

 3 リベラルアーツ系 
〒866-8501 熊本県八代市平山新町 2627 
Faculty of Liberal Arts,  
2627 Hirayama-Shinmachi, Yatsushiro-shi, Kumamoto, Japan 866-
8501 

 4 技術・教育支援センター 
〒866-8501 熊本県八代市平山新町 2627 
Center for Technical and Educational Support,  
2627 Hirayama-Shinmachi, Yatsushiro-shi, Kumamoto, Japan 866-
8501 

 * Corresponding author: 
     E-mail address: y-fujimoto@kumamoto-nct.ac.jp (Y. Fujimoto). 

調査報告 

表 1 開催したミーティング 

 Research Reports of  NIT (KOSEN), Kumamoto College. Vol. 1 (2024) 

否定なので（中略）これがこのまま昭和十八年に出たこ
とは驚きだといってよかった」(26)のである。たとえば「結
語」における「我々の場合は日本および日本の中心を信
ずることのみが、歴史に参加することになる」(27)などの
表現は日本を礼讃し尽忠報国する言葉のように見える。
しかし「日本および日本の中心を信ずる」などと繰り返
せば繰り返すほど歴史参加の決意表明とともに日本も一
つの国家として「個別的な非持続」を避けられないこと
を強調することになろう。諷喩によって解読されるのは
日本の現実でもあった。 

 

4．ブリコラージュ 

たとえば、和辻哲郎は『風土』[1935]において「人間存
在の有限的・無限的な二重性格」として「個人の立場か
ら見て「死への存在」であることは、社会の立場からは
「生への存在」である」(28)という。前者は「個別的な非
持続」に、後者は「史記的世界全体の持続」に対応する。 

 岩上順一は『歴史文学論』[1942]において「過去と現代
とを結合すること」について次のように述べている。 

   歴史の真生命を、現代のもっとも深い歴史認識に
したがって把握し、歴史の全的な支配法則を形象化
すること。そのためには、系譜や年代記による概括
とは全く異った概括方法が必要であること。(29) 

その観点からすれば『史記』の構造は「歴史の全的な支
配法則」を示し、二重の現在を同時把握するのは「系譜
や年代記による概括」とは異なる方法であると言えよう。 

そのほかにも『司馬遷』が「鴻門の会」を「宇宙的な会
合」といい、項羽と高祖をはじめとする参会者を「天体」 

(30)に喩えるのは、ランケが『世界史概説』で 18 世紀半ば
のロシアを含む西欧列強を「不断に相携え相並び運動す
る同数の天体に比較」(31)するのと同様の観点がある。 
また、ポーの『ユリイカ』[1935]を引用し「宇宙の聚合

と消滅」が「永遠に、永遠に、永遠に繰り返されるであろ
う」ことの「希望」（32）を語るのは、三木清が『歴史哲学』
[1932]において時間の観念の一つとして概説する「古代的
な回帰的時間」に通じるであろう。それは「諸国家の全
発展は、興起、成熟及び死滅という段階を通じて運動し、
かくて次に再び繰り返して最初からこの過程を始めると
いう思想」(33)なのである。 

このように雑駁な整理であっても、1930～40 年代の哲
学、歴史文学論、歴史学、歴史哲学と『司馬遷』の間に類
似し、共通する言説を見出すことができる。それらを見
れば、武田泰淳の仕事はブリコラージュ、すなわち「あ

りあわせの道具材料を用いて自分の手でものを作る」(34)

ような知の営みだったのではないかと思う。『司馬遷』
は仏教の時間認識に基づく歴史観によって二重の現在を
同時把握して『史記』を現代化し、その構造を析出した。
それは「現実のきびしさ」と日本の現実を解読する諷喩
であった。武田泰淳はブリコラージュによって『史記』
とともに「現代」について考えることをやめなかった。 

 

（令和 6 年 10 月 4 日受付） 

（令和 6 年 10 月 28 日受理） 
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の高齢者や付添い者にとって煩雑であり、ユーザビリテ
ィが低い。そのため、「低コスト普及型の遠隔医療支援
IoT デバイス」を開発し、国保水俣市立総合医療センタ
ー様と共同で実証実験を行った(図 4)。 
2.5 2023 ロボットアイデア甲子園「APCbot」の紹介 
報告者：1MI 佐々川 諒太郎、湯治 準一郎 

2023 ロボットアイデア甲子園熊本大会で発表した
「APCbot（農業用病害虫対策ロボット）」(図 5)につい
て紹介する。本大会は実際に、産業用ロボットを使用し
たシステムを見学し、産業用ロボットに対する知識を深
めるとともに、新たな産業用ロボットを使用したアプリ
ケーションのアイデアおよび実際のビジネスの現場に活
かしていくプランを提案する大会である。地区大会では
アイデアを実現するために行った実験について発表し
た。 
2.6 教育機関の書類申請におけるローコードツールの実
用性の検証とデータベース設計 
報告者：専 1 城 卓杜、専 2 古川 照英、小島 俊輔 
働き方改革や DX の推進により、世間では手続きのオ

ンライン化が進んでいるが、本校では依然として紙ベー
スでの事務手続きが行われている。我々は、時間をかけ
ずにオンライン化ができるローコードツールに着目して
おり、図 6 のような学校事務手続きのフローや使用する
教職員・学生の視覚性・権限・メンテナンス性などを考
慮したデータベースを設計した。これら申請システムの
開発を通して、ローコードツールの実用性や課題を検証
しており、特にローコードツールに特有のデータ件数制
限や権限管理などの課題について対策を検討した。現在、
実際の申請システムへの適用を目指しシステムを構築中
である。 
2.7 熊本高等専門学校における事務手続きシステムの要
件定義と実装の提案 
報告者：専 2 古川 照英、専 1 城 卓杜、小島 俊輔、小
田 明範 
昨今、企業や自治体でのデジタルトランスフォーメー

ション（DX）への取り組みが不可欠となっており、ここ
では熊本高専における事務手続きの DX 化、すなわち業
務の効率化と利便性を高めるため、図 7 に示すようなシ
ステムの開発をおこなった。開発にあたり、事前に学生
や教職員のアンケートや聞き取り調査を実施し、これま
での事務手続きの問題点を明らかにした上で、手続きに
関する学校規則改正の有無や設計方針の確認をおこなっ
た。さらに、職員・学生にシステムを使用してもらいな
がらシステム改修するアジャイル手法を採用するなど、

本校事務の DX 化を通してローコードツールやデータベ
ースなどシステム利用に関する知見を得ることができ
た。 
2.8 ICT による学生と教員の研究活動支援システムの設
計と開発 
報告者：専 1 松田 諭己、小島 俊輔、藤本 洋一 
本校の本科 5 年と専攻科では卒業研究と特別研究があ

る。学生と教員がこの 2 科目を実施するにあたり、学生
は研究をした際に実施記録を忘れてしまうことがある。
また教員は自身の業務もあり学生の研究状況を詳しく把
握しづらい。これらの問題を解決するために、ICT 技術
を活用して学生と教員の研究を支援するシステムの設計

図 5 開発した APCbot 

図 6 開発したシステムの構成 

図 7 作成したシステムの学生申請画面 
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2.1 野鳥の鳴き声を識別する AI の現状報告 
報告者：森下功啓 
野鳥は環境の変化の影響を強く受ける野生生物の一種

である。その鳴き声を IC レコーダーにより広域的に収録
することで、野鳥の生態だけでなく、開発やシカの食圧
や林業や気候変動の影響などを間接的に客観的な情報と
して記録可能である。本研究は収集される膨大な音源を
自動的に解析する AI の開発を目的としており、図 1 の方
法を用いている。2017 年度のヤンバルクイナからスター
トして、2023 年度は野鳥 18 種、哺乳類 2 種、カエル 1
種、虫 4 種、その他 3 種に新たに対応した。現在はウグ
イスなどの季節観測種の初認や、ヤイロチョウやオオト
ラツグミなどの希少種への対応を進めている。 
2.2 eHELP コンテンツ「ルーティングの実習」の作成 
報告者：藤本 洋一 
長岡技科大が中心として展開している「e ラーニング

高等教育連携 eHELP」に対応したコンテンツ「ルーティ
ングの実習」の作成時の工夫について紹介する。 
 図 2 のように複数の Raspberry PI をルータとして、複
数経路のネットワークを構成、パケットがどのようにル
ーティングされるかを示すコンテンツである。これは独
立したネットワークであるため、そのままでは実習画面
を録画することが難しい。そのため、操作画面を外部ネ
ットに接続されているノート PC に中継する仕組みを使
用し、目的のコンテンツを作成した。 
2.3 オブジェクト指向プログラミング教育のための穴埋
め問題に関する研究 
報告者：村田 美友紀 
オブジェクト指向プログラミングは様々な観点から、

ソフトウエアの品質の向上、開発の効率化のために有用
であり、そのために大学や高専においてもその教育の重
要性は高い。佐賀大学の掛下研究室との共同研究により
Javaプログラミング言語教育ツール pgtracerを開発して
いる(図 3)。pgtracer はプログラムとトレース表の穴埋め
問題を提供する。pgtracer への適用を目指して穴埋め問
題を作成し、Moodle 環境を用いて佐賀大学 3 年生を対象
に検証実験を行った。 
2.4 低コスト普及型の遠隔医療支援 IoT デバイスの開発
および実証 
報告者：4MI 嶋中 海人、田中 裕一 
熊本県水俣市では、少子高齢化が進行し、医療介護従

事者は慢性的に不足している。介助が欠かせない移動困
難者も多く、通院には患者や家族・介護者に時間的、身
体的、精神的な負担が生じており、医療アクセシビリテ

ィの確保が重要な課題となっている。汎用 PC を用いた
通信環境の準備やアプリケーション操作等は、過疎地域

図 2 コンテンツ作成に使用した環境 

図 3 プログラム穴埋め問題の例 

図 1 野鳥の鳴き声の識別に使用する方法 

図 4 開発したシステム 
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の高齢者や付添い者にとって煩雑であり、ユーザビリテ
ィが低い。そのため、「低コスト普及型の遠隔医療支援
IoT デバイス」を開発し、国保水俣市立総合医療センタ
ー様と共同で実証実験を行った(図 4)。 
2.5 2023 ロボットアイデア甲子園「APCbot」の紹介 
報告者：1MI 佐々川 諒太郎、湯治 準一郎 

2023 ロボットアイデア甲子園熊本大会で発表した
「APCbot（農業用病害虫対策ロボット）」(図 5)につい
て紹介する。本大会は実際に、産業用ロボットを使用し
たシステムを見学し、産業用ロボットに対する知識を深
めるとともに、新たな産業用ロボットを使用したアプリ
ケーションのアイデアおよび実際のビジネスの現場に活
かしていくプランを提案する大会である。地区大会では
アイデアを実現するために行った実験について発表し
た。 
2.6 教育機関の書類申請におけるローコードツールの実
用性の検証とデータベース設計 
報告者：専 1 城 卓杜、専 2 古川 照英、小島 俊輔 
働き方改革や DX の推進により、世間では手続きのオ

ンライン化が進んでいるが、本校では依然として紙ベー
スでの事務手続きが行われている。我々は、時間をかけ
ずにオンライン化ができるローコードツールに着目して
おり、図 6 のような学校事務手続きのフローや使用する
教職員・学生の視覚性・権限・メンテナンス性などを考
慮したデータベースを設計した。これら申請システムの
開発を通して、ローコードツールの実用性や課題を検証
しており、特にローコードツールに特有のデータ件数制
限や権限管理などの課題について対策を検討した。現在、
実際の申請システムへの適用を目指しシステムを構築中
である。 
2.7 熊本高等専門学校における事務手続きシステムの要
件定義と実装の提案 
報告者：専 2 古川 照英、専 1 城 卓杜、小島 俊輔、小
田 明範 
昨今、企業や自治体でのデジタルトランスフォーメー

ション（DX）への取り組みが不可欠となっており、ここ
では熊本高専における事務手続きの DX 化、すなわち業
務の効率化と利便性を高めるため、図 7 に示すようなシ
ステムの開発をおこなった。開発にあたり、事前に学生
や教職員のアンケートや聞き取り調査を実施し、これま
での事務手続きの問題点を明らかにした上で、手続きに
関する学校規則改正の有無や設計方針の確認をおこなっ
た。さらに、職員・学生にシステムを使用してもらいな
がらシステム改修するアジャイル手法を採用するなど、

本校事務の DX 化を通してローコードツールやデータベ
ースなどシステム利用に関する知見を得ることができ
た。 
2.8 ICT による学生と教員の研究活動支援システムの設
計と開発 
報告者：専 1 松田 諭己、小島 俊輔、藤本 洋一 
本校の本科 5 年と専攻科では卒業研究と特別研究があ

る。学生と教員がこの 2 科目を実施するにあたり、学生
は研究をした際に実施記録を忘れてしまうことがある。
また教員は自身の業務もあり学生の研究状況を詳しく把
握しづらい。これらの問題を解決するために、ICT 技術
を活用して学生と教員の研究を支援するシステムの設計

図 5 開発した APCbot 

図 6 開発したシステムの構成 

図 7 作成したシステムの学生申請画面 
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2.1 野鳥の鳴き声を識別する AI の現状報告 
報告者：森下功啓 
野鳥は環境の変化の影響を強く受ける野生生物の一種

である。その鳴き声を IC レコーダーにより広域的に収録
することで、野鳥の生態だけでなく、開発やシカの食圧
や林業や気候変動の影響などを間接的に客観的な情報と
して記録可能である。本研究は収集される膨大な音源を
自動的に解析する AI の開発を目的としており、図 1 の方
法を用いている。2017 年度のヤンバルクイナからスター
トして、2023 年度は野鳥 18 種、哺乳類 2 種、カエル 1
種、虫 4 種、その他 3 種に新たに対応した。現在はウグ
イスなどの季節観測種の初認や、ヤイロチョウやオオト
ラツグミなどの希少種への対応を進めている。 
2.2 eHELP コンテンツ「ルーティングの実習」の作成 
報告者：藤本 洋一 
長岡技科大が中心として展開している「e ラーニング

高等教育連携 eHELP」に対応したコンテンツ「ルーティ
ングの実習」の作成時の工夫について紹介する。 
 図 2 のように複数の Raspberry PI をルータとして、複
数経路のネットワークを構成、パケットがどのようにル
ーティングされるかを示すコンテンツである。これは独
立したネットワークであるため、そのままでは実習画面
を録画することが難しい。そのため、操作画面を外部ネ
ットに接続されているノート PC に中継する仕組みを使
用し、目的のコンテンツを作成した。 
2.3 オブジェクト指向プログラミング教育のための穴埋
め問題に関する研究 
報告者：村田 美友紀 
オブジェクト指向プログラミングは様々な観点から、

ソフトウエアの品質の向上、開発の効率化のために有用
であり、そのために大学や高専においてもその教育の重
要性は高い。佐賀大学の掛下研究室との共同研究により
Javaプログラミング言語教育ツール pgtracerを開発して
いる(図 3)。pgtracer はプログラムとトレース表の穴埋め
問題を提供する。pgtracer への適用を目指して穴埋め問
題を作成し、Moodle 環境を用いて佐賀大学 3 年生を対象
に検証実験を行った。 
2.4 低コスト普及型の遠隔医療支援 IoT デバイスの開発
および実証 
報告者：4MI 嶋中 海人、田中 裕一 
熊本県水俣市では、少子高齢化が進行し、医療介護従

事者は慢性的に不足している。介助が欠かせない移動困
難者も多く、通院には患者や家族・介護者に時間的、身
体的、精神的な負担が生じており、医療アクセシビリテ

ィの確保が重要な課題となっている。汎用 PC を用いた
通信環境の準備やアプリケーション操作等は、過疎地域

図 2 コンテンツ作成に使用した環境 

図 3 プログラム穴埋め問題の例 

図 1 野鳥の鳴き声の識別に使用する方法 

図 4 開発したシステム 
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メタシェイプを用いた小地形に対する写真測量の方法 

及びソフト機能の紹介 
 

吉原 学志 1,*  

 
Small area photogrammetric surveying methods using Metashapes and software functions. 

Hiroshi Yoshihara1,* 
 

This is a simple method of obtaining the coordinates of a reference point marker without spending a lot of time or money, even for 
beginners with no surveying skills. The small terrain included buildings, roofs, trees and iron poles in the vicinity, making the area 
unsuitable for flying a drone. The first surveying method used was to prepare a compact box with a number of marker labels attached, 
and to record the coordinates of each marker on a scale. Photographs were then taken with the camera around the small landforms, 
taking care to ensure 60-80% overlap. The photographic data was then analysed by software and the measured distance between two 
points was compared with the distance calculated by the software to compare the error near the reference point marker with the error 
at a distance. The results showed that the average error near the marker was 0.190 mm and the average error at a distance of 
approximately 3 m from the marker was 5.67 mm, indicating that the error near the marker was small and the error increased as the 
distance from the marker increased. In other words, it was found that a small area of about 5 m square can be surveyed with an accuracy 
of about 5.6 mm at the edge of a dense area with obstacles that are difficult to fly over with a drone. 

 
キーワード：写真測量, メタシェイプ, 点群, 座標, 基準点 

Keywords：photogrammetry, Metashape , point cloud, coordinate, reference point 

 

１．はじめに 
近年の測量のトレンドは、UAV（ドローン）写真測量

である。それは、予め地形に満遍なく複数の座標を持た
せた標識（マーカー）を設置して、連続した空中写真デ
ータをもとに、対象物の位置、大きさや形状等を測量す
る。この設置した複数のマーカーの座標を求めるのに高
価な機材及び高度な測量技術が必要となる。中には、座
標点の計測を省くために GPS 内臓の対空標識やそもそ
も対空標識を用いないレーザーを使用した測量により、
障害物があっても地形データを正確に取得できるドロー
ンなども開発されている。これらは測量にかかる時間は
大幅に削減できるが、いずれも高額な代物である。 

 1 技術・教育支援センター 
〒866-8501 熊本県八代市平山新町 2627 
Center for Technical and Educational Support,  
2627 Hirayama-Shinmachi, Yatsushiro-shi, Kumamoto, 
Japan 866-8501 
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今回、測量技術を持たない初心者でも時間やコストを
かけずに行う写真測量として、小地形に対して簡易的な
基準点を用いてカメラで撮影した写真をもとにソフトで
解析してどのくらいの誤差で測量できるのか調査を行っ
た。小地形には、周辺に建物、屋根、木や鉄柱等があり、
ドローンを飛ばすには不向きな場所を想定し、あえてド
ローンではなく市販のカメラを用いて撮影している。 

 調査内容は、指標の距離の測定、誤差及び土地の高低
差の計測であり、合わせてソフトの機能を紹介もする。 

  
２．方法 

Metashape は、画像解析に使用する写真から特徴とな
るものを見つけ出し、他の写真に撮影された同じものと
位置を合わせて点群を構築する。そのため特徴を捉えに
くい被写体は点群を構築しにくい(1)。点群が集まったも
のを高密度にして３D モデルが出来上がる。その点群の
位置をより正確にするために座標設定した基準点と他の

調査報告 
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と開発を行った。図 8 は端末検知器により研究室の在室
している学生のスマートフォンを検出したことを示して
いる。 
2.9 (学内)数学 HPの作成 ～DXを利用した学習支援の 1
例～ 
報告者：五十川 読、 岩本 舞 
学内配信用に WordPress による Web ページを立ち上

げた(図 9)。2023 年度の実績はないが、2024 年度に向け
て、DX を利用した学習支援の 1 例として示す。 
 

３． 2024 年度の活動 

本グループの 2024 年度も継続して活動中である。各メ
ンバーの活動中の内容について、簡単に紹介する。 
表 2 は、2024 年度の活動中の概要である。また、表 3

は、2024 年度から行うようになった本グループ活動によ
る教職員へ校内研修である。 
 
４．おわりに 
本報告では、研究活動グループ DXNP の 2023 年度の

活動を主に報告した。これらの活動は、これからますま
す重要となり、必要不可欠なものになることが予想され
る。そのため、これからも活動を継続していく予定であ
る。研修会への多数の参加を期待するとともに、グルー
プへの参加も募集している。 

 
 
 
 
 
 

（令和 6 年 10 月 4 日受付） 

（令和 6 年 10 月 28 日受理） 

図 9 数学 HP 

図 8 検出している端末 

表 2 グループメンバーの 2024 年度の活動 

表 3 本グループが開催した研修会 
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